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原
子
力
発
電
に
伴
う
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
後
に
生
ず
る
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
は
、
原
子
力
政
策
を
着
実
に
進

め
て
い
く
上
で
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な

措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
最
終
処
分
地
が
遅
滞
な
く
確
実
に
選
定
さ

れ
る
よ
う
、
最
終
処
分
場
の
安
全
性
や
地
域
振
興
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
国
民
の
十
分
な
理
解
を
得
る
た
め
、
国
が
主
導
的

に
取
り
組
む
こ
と
。
そ
の
際
、
国
、
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
及
び
電
気
事
業
者
等
は
、
情
報
公
開
を
徹
底
し
透
明
性
を

確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
最
終
処
分
の
責
任
を
国
が
負
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
最
終
処
分
の
具
体
的
在
り
方
に
つ
い
て
早
急
に

検
討
す
る
こ
と
。

二

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
は
極
め
て
長
期
に
わ
た
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
よ
り
安
全
な
処
分
技
術
の
確
立
に
努
め

る
と
と
も
に
、
安
全
規
制
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
諸
外
国
と
連
携
の
下
で
の
処
理
・
処
分

に
関
す
る
技
術
開
発
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
こ
と
。

三

原
子
力
政
策
の
遂
行
に
は
安
全
の
確
保
と
国
民
の
信
頼
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
デ
ー
タ
改
ざ
ん
や
隠
ぺ
い
等
の
不
正
行
為

が
二
度
と
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
検
査
制
度
を
構
築
す
る
な
ど
、
原
子
力
の
安
全
対
策
に
万
全
を

期
し
、
よ
っ
て
地
元
住
民
を
始
め
と
す
る
国
民
の
信
頼
回
復
に
一
層
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


